
◆何ができるようになるか（教科・科目の目標）

〇観点別学習状況の評価の組み合わせと評定（概ね次の表のとおりとする）

◆何で学ぶか（教材等） ◆どのように学ぶか（授業方法、学習方法）

5

1

評定

ＡＢＣ  BＢB　

ＢＢC　(ＡCＣ)

ＢＣＣ

3

2

ＡＡＡ

ＡＡＢ

ＡＢＢ　(ＡＡＣ)

教科名

人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決したりする活

動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家およ
び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度

普通・フロンティア 科

公共 単位数（週当たりの授業時数） 2 単位

公民 履修学年 2

（科目名）

年 学科

○教科書の内容を、授業プリントを使って進めます。ニュー

スや新聞等を見ることで興味関心や理解を高めていきましょ

う。

○授業では、語句の理解だけでなく「制度やしくみの成立過

程や背景」「社会問題の根底にある問題点」「解決するため

の視点や対策」は何かといった、物事の本質を見抜く力や課

題解決力を養います。

ＣＣＣ

評価の組み合わせ

4

〇定期考査

○レポート・課題

○討論・発表・まとめ

〇定期考査

○レポート・課題

○討論・発表・まとめ

評価規準

選択・判断の手掛かりとなる概

念や理論および倫理・政治・経
済などに関わる現代の諸課題に
ついて理解しているとともに、
諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめている。

現代の諸課題について、事実を

基に概念などを活用して多面
的・多角的に考察したり、解決
に向けて公正に判断したり、合
意形成や社会参画を視野に入れ
ながら構想したことを議論して
いる。

国家および社会の形成者とし

て、よりよい社会の実現を視野
に、現代の諸課題を主体的に解
決しようとしている。

得点率観点別学習状況の評価

〇定期考査

○レポート・課題評価方法

１００～７０Ａ

６９～４０Ｂ

３９～０Ｃ

【教科書】 改訂版　公共（数研出版）

最新公共資料２０２６（第一学習社）【副教材】
４ステージ演習ノート公共（数研出版）



◆いつ、何を学ぶか（学習計画・内容）

第4章

現代の民主政治と政治参加の意義

第6章

国際社会の動向と日本の役割

〇定期考査 〇定期考査

○レポート・課題
○討論・発表・まと
め

〇定期考査

○レポート・
課題
○討論・発
表・まとめ

〇定期考査

○レポート・課題
○討論・発表・まと
め

〇定期考査

○レポート・
課題
○討論・発
表・まとめ

〇定期考査

２月

３月

３

学
期

２

学
期

１

学
期

８月

９月

10月

11月

12月

６月

４月

５月

１月

〇定期考査

○レポート・課題
○討論・発表・まと
め

〇定期考査

○レポート・
課題
○討論・発
表・まとめ

思考・判断・表現知識・技能
学習内容

評価方法

主体的態度

〇定期考査

○レポート・課題

第1章

公共的な空間をつくる私たち

第2章　公共的な空間における人間

としてのあり方生き方

第3章

公共的な空間における基本原理
７月

時期


